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○白岡市入学準備金貸付条例 

平成１０年３月１６日 

条例第１号 

改正 平成１２年３月１５日条例第１２号  

平成１４年３月２０日条例第１１号  

平成２０年３月２５日条例第９号  

平成２４年３月２９日条例第７号  

令和４年９月２９日条例第２４号  

（目的） 

第１条 この条例は、高等学校、大学又は専修学校（以下「高等学校等」

という。）に入学を希望する者（以下「入学希望者」という。）の保護

者で入学準備金の調達が困難なものに対して、予算の範囲内において貸

付金の貸付けを行うことにより、当該入学希望者に等しく教育を受ける

機会を与えることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当

該各号に定めるところによる。 

（１） 高等学校 学校教育法（昭和２２年法律第２６号。以下「法」

という。）第５０条に規定する高等学校及び法第１１５条に規定する

高等専門学校をいう。 

（２） 大学 法第８３条に規定する大学及び法第１０８条に規定する

短期大学をいう。 

（３） 専修学校 法第１２４条に規定する専修学校（高等課程又は専

門課程に限る。）をいう。 

（４） 保護者 入学希望者の父母その他これに準ずる者をいう。  

（５） 入学準備金 高等学校等の入学に要する入学金その他の費用を

いう。 

（６） 貸付金 入学準備金に充てるため貸し付ける貸付金をいう。  

（７） 借受人 貸付金の貸付けを受けた保護者をいう。  

（貸付対象者） 
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第３条 貸付金の貸付けを受けることができる者は、入学準備金の調達が

困難な保護者で、次の各号に該当するものとする。  

（１） 市内に引き続き１年以上居住している者であって、住民基本台

帳法（昭和４２年法律第８１号）の規定による住民基本台帳（以下「住

民基本台帳」という。）に記録されているもの  

（２） 市税を滞納していない者 

（連帯保証人） 

第４条 貸付金の貸付けを受けようとする保護者は、連帯保証人１人を立

てなければならない。 

２ 前項の連帯保証人は、次の各号に該当するものとする。  

（１） 市内に引き続き１年以上居住している者であって、住民基本台

帳に記録されているもの。ただし、市長が認めるときは、市外に居住

する者を連帯保証人とすることができる。  

（２） 満１８歳以上の独立して生計を営む者であって、貸付金の返済

を保証し得る資力を有するもの 

（３） 市税（市外に居住する者の場合にあっては、当該居住地の市町

村税）を滞納していない者 

（４） 後見開始及び保佐開始の審判並びに破産の宣告を受けていない

者 

３ 連帯保証人が前項各号のいずれかに該当しなくなったときは、借受人

は速やかにこれに代わる連帯保証人を立てなければならない。  

（令４条例２４・一部改正） 

（貸付金の限度額等） 

第５条 貸付金の限度額は、次の表のとおりとする。  

区分 金額 

高等学校 

専修学校（高等課程） 

３００，０００円 

大学 

専修学校（専門課程） 

５００，０００円 

２ 貸付金には、利子を付さないものとする。ただし、正当な事由がなく、
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返済を遅延したときは、その延滞金額に年７．３％の割合を乗じて得た

額の延滞利息を徴収する。 

３ 前項の規定による延滞利息の額が１００円未満であるときは、これを

徴収しないものとする。 

（貸付けの時期） 

第６条 貸付金の貸付けは、高等学校等の入学の時期までに、貸付けの決

定を受けた者に対し行うものとする。 

（返済期間及び方法） 

第７条 貸付金の返済期間は、高等学校等に入学した者が当該学校を卒業

した日の属する月の翌月から起算して６月を経過した日の属する月から

３０月とし、その返済方法は半年ごとの割賦均等返済とする。ただし、

市長が特別の事情があると認めるときは、これを変更することができる。 

２ 借受人は、貸付金の全部又は一部を繰り上げて返済することができる。 

（繰上返済） 

第８条 借受人は、次の各号のいずれかに該当したときは、返済期限前で

あっても、貸付金の全額又は残額を繰上返済しなければならない。  

（１） 第３条の規定に該当しなくなったとき。  

（２） 申請内容に偽りがあったとき。 

（３） 貸付金を貸付けの目的以外に使用したとき。  

（４） 借受人の保護する生徒又は学生が高等学校等に入学しなかった

とき、又は中途退学したとき。 

（５） 故意に貸付金の返済を怠ったとき。  

（返済の猶予又は免除） 

第９条 市長は、借受人が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

借受人（借受人が死亡の場合にあっては相続人）の申請に基づき、貸付

金の全部又は一部の返済を猶予し、又は免除することができる。  

（１） 借受人又は借受人の保護する生徒若しくは学生が死亡したとき。 

（２） 災害その他の特別な理由により返済が不可能と認められるとき。 

（３） 前２号に定めるもののほか、市長が特別の理由があると認めた

とき。 
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（審査会の設置等） 

第１０条 貸付金の貸付けを受けようとする保護者の資格その他の主要事

項を審査するため、白岡市入学準備金貸付審査会（以下「審査会」とい

う。）を設置する。 

２ 審査会は、市長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項を審議し、意見

を答申するものとする。 

（１） 申請者に対する貸付け資格の可否の審査に関する事項  

（２） 連帯保証人の変更申請に対する可否の審査に関する事項  

（３） 入学準備金貸付金返済猶予（免除）申請に対する可否の審査に

関する事項 

（４） その他市長が必要と認める事項 

３ 審査会の組織その他必要な事項は、規則で定める。 

（委任） 

第１１条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。  

附 則 

この条例は、平成１０年４月１日から施行する。  

附 則（平成１２年３月１５日条例第１２号）  

この条例は、平成１２年４月１日から施行する。  

附 則（平成１４年３月２０日条例第１１号）  

この条例は、平成１４年４月１日から施行する。  

附 則（平成２０年３月２５日条例第９号）  

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２４年３月２９日条例第７号）  

この条例は、平成２４年７月９日から施行する。  

附 則（令和４年９月２９日条例第２４号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 


